　年　　月　　日
文化科学研究科海外学生派遣事業申請書
※黄色ラインの部分は、作成に当たっての注意事項です。提出時には削除してください。
※自由記述の項目の分量は任意です。この用紙が四枚以上になっても構いません。
１、申請区分（該当する項目に○をつけてください）

　e．国際会議等研究成果発表派遣事業 
　f．研究科選定国際会議等派遣事業 
　g．海外教育研究機関活用事業 
　h．海外フィールドワーク派遣事業 
※複数の事業に該当する場合は、該当事業すべてに○を付してください。
２、申請者について（グループ申請の場合は代表者）

（1） 氏名　　　　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
（2） 専攻　　　　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
（3） 学籍番号　　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
（4） 主任指導教員　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　㊞
（5） 所属専攻長　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　㊞
（6） ｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞ委員　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　㊞
（7） 連絡先
	住所
	〒＿＿－＿＿＿


	電話番号
	固定電話　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
携帯電話　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 　　　　　 渡航予定国での使用（　可能　　・　　不可能　）

	E-mailアドレス
	※今後の連絡事項についてはこのアドレスにお送り致しますので、毎日確認できるアドレスをお知らせ下さい。なお、携帯電話アドレスは不可とします。


（８）その他の申請者（　　名）※グループ申請する場合のみ記入してください。
（９）現在の研究テーマ
	（氏名　　　　　）
1 題目
2 概要



　　※専攻の枠を超えて学生協働により複数学生で実施する場合は、すべての学生について記入してください。

３－１、参加を希望する学会等について
※g．海外教育研究機関活用事業、h．海外フィールドワーク派遣事業について申請をする方は記入する必要はありません。この項目を削除してください。

（1） 学会等のタイトル　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

（2） 参加の目的　　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

（3） 学会等の主催団体　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

（4） 開催期間　　平成　　年　　月　　日（　）から平成　　年　　月　　日（　）

（5） 開催地（機関）　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

（6） 概要

	


３－２，調査等の実施について

※e．国際会議等研究成果発表派遣事業、f．研究科選定国際会議等派遣事業について申請する方は記入する必要はありません。項目を削除してください。

（1） 渡航場所（機関）の名称　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

（2） 渡航場所（機関）の住所　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

（3） 渡航の目的　　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

（4） 計画実施期間　　平成　　年　　月　　日（　）から平成　　年　　月　　日（　）

（5） 今回の調査等の概要

	


※派遣決定後の実施場所、実施期間の変更は認められない場合があります。先方からの受入承諾を事前に得るなど、計画の実現性を有するものとしてください。
※派遣決定後に計画の実施時期の変更があった場合には、変更承認申請書により申し出てください。あらかじめ通知された派遣予算枠内での変更について認める方向で対応する予定です。
４、旅行計画

	年月日
	発着地（国）名
	活動場所又は活動機関

	
	
	


· 本事業において派遣対象となるのは、平成１８年４月１日から平成１９年２月末日までに開始する派遣計画です。平成１９年２月末日までの間に開始、３月中に終了する計画については、下記の点にご注意ください。
・平成１９年３月１５日までに終了する計画のみが派遣対象となります。どのような事情があっても、旅行の終了が３月１５日以降になった場合は、移動経費及び文献史料等収集費の支払いはできません。

・平成１９年３月１日～１５日までの期間については、宿泊費は支給されません。
・平成１９年３月１５日までに、実施報告書及びすべての経費の支払いに関する書類を提出できるようにしてください。（宿泊費等をカードで支払った際の利用明細書の写しの提出、文献史料収集費の支払い対象物の納品完了等も含む）３月１５日以降に実施報告及び関係書類の提出があっても、経費の支払いはできません。
●文献史料収集等について

※文献史料収集等について申請を予定している場合のみ記入してください。該当のない場合にはこの項目を削除してください。
※文献史料収集等経費を申請する場合は、学生が立替払いし、事業終了後に金額と日付、発行者の住所、氏名押印、相手方の氏名（学生本人）の記載された領収書及び内容の分かる明細書等を添付して請求してください。なお、専攻を置く基盤機関の所有とならない場合は、支払うことができませんので、あらかじめ専攻長に確認してください。また、図書など備品となるものは支払いの対象になりませんので、ご注意ください。
※納品の完了が３月１５日までには必ず行われることを確認してください。３月１５日以降に納品があり、領収書等の提出があっても、経費を支払うことはできませんので、ご注意ください。
	
	摘要
	数量
	入手方法
	配置場所（予定）

	１
	※史料等のタイトル等をお書きください

	
	１、調査地等において入手する

２、調査地等において請求し、後に納品がある

３、その他（具体的に）

※該当の項目に○をつけてください。

	

	２
	
	
	
	



５、必要経費概算
※派遣決定に当たっては、この項目をもとに予算枠を設定します。派遣決定後に予算枠をこえる経費が必要になっても、超過分については派遣対象者の自己負担となります。旅行会社に見積をとるなどの方法をとり、できる限り正確に費用を算出してください。
	項目
	経費

	航空運賃（国内～海外）

宿泊費

文献史料収集等経費
その他
	※所属基盤機関から最寄りの国際空港から、調査地等の最寄りの空港までの往復航空賃を記入してください。
※所属基盤機関から最寄りの国際空港までの鉄道運賃については、定額を支給しますので、記入しないでください。ただし日本国内の交通費で、計画の実施に欠かせない必要経費がある場合には、その旨を記入の上、概算額を記入してください。
※宿泊費の見積額を記入してください。
※見積額を記入してください。
※海外における移動にかかる鉄道運賃、車賃などで、あらかじめ金額が確定しているものがあれば算出してください。ただし、領収書に基づいて帰国後に精算されます。


　　　
★申請にあたっての注意事項
· 旅行計画は責任を持って作成してください。渡航日程の変更等があった場合には、費用の全額または一部を返還していただくことがあります。
· 渡航費用の支給後に参加を中止した場合には、理由にかかわらず支給した費用の全額を返還していただきます。十分に計画した上で申請してください。

★本プログラムは、文部科学省研究拠点形成費等補助金(魅力ある大学院教育イニシアティブ)により一部賄われております。具体的で実現可能な派遣計画を作成してください。
